
インターン生が
議会にやってきた！！

学生さんに
直撃インタビュー
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　大学のインターンシップ制度を利用して、市内の大学に通う学生２名が９月定例会開会期
間中、ふじみ野市議会において研修を行いました。
　実際に議会の仕事を間近で見た二人に率直な感想を聞いてみました。

文京学院大学３年生

原田一希さん

文京学院大学３年生

岸　桃香さん

Ｑ１ インターンで市議会を志望した動機は何ですか。
Ｑ２ 市議会で印象的だったことはありますか。
Ｑ３ 市議会で意外に感じたことはありますか。
Ｑ４ ふじみ野市の議員に望むことはありますか。
Ｑ５ インターンの経験を今後どのように活かしていきたいですか。
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Ａ１ 私は来年の就職活動で、公
務員を志望しています。公

務員と大きく関わっている市議会議員
はどのような活動をしているのか興味
があり、今回のインターンで志望させ
ていただきました。
Ａ２ 今回の定例会など傍聴させ

ていただいて印象的だった
のは、どの会派もふじみ野市を良くし
ていくためにさまざまな意見があり、
どれも間違っておらず、多種多様な価
値観があるということが印象的に思え
ました。
Ａ３ 私は現在、政治学などの勉

強をしていて、国会の仕組
みや議会の内容などを学びましたが、

国会は国会、市議会は市議会と分けて
考えていました。しかし市議会も、そ
の国会と類似した議会運営をしていた
のがとても意外に感じました。
Ａ４ 決められた予算の中で、ふ

じみ野市を市民が住みやす
く、素晴らしいまちにしていくかを、
市役所の職員と考えながら実行して
いってほしいなと思います。
Ａ５ 私が将来、行政職に就いた

時に、今回の経験は重要な
経験です。市議会議員がどのような視
点でその地域を見ているかを勉強する
ことができたので、それを行政側の取
り組みに活かせるようにしていきたい
です。

Ａ１ 選挙で、どのような人たち
に私たちは投票しているの

かということに、純粋に疑問を持って
いましたが、昨今、議員の不祥事を
ニュース番組でよく見たことから、ま
すます議員という仕事に対し興味を持
ちました。
Ａ２ 公立保育所の廃止に関する

議案や請願の審議で、さま
ざまな意見が交わされていたことが印
象的でした。
Ａ３ 市議会だよりを、議員さん

たちが会議を行いながら自
分たちで作成していることが意外でし
た。

Ａ４ ふじみ野市の議員さんに
限ったことではないのです

が、選挙の時などにマニフェストを各
家庭に確実に配ってほしいと思います。
Ａ５ 私は、インターンに参加す

る前は政治に対してあまり
興味がありませんでしたが、インター
ンを通し、議員さんたちと関わってい
く中で、少しずつ政治に対して興味を
持ちました。
　これからは自分でどのような人に政
治を行ってほしいのか、まちや国をど
うしてほしいのかなどを考えながら、
貴重な１ 票を使っていこうと思いま
す。




